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マ
　
イ

ス
ル
マ
」
い
ふ
語

春

日

政

治

閏

　
こ
の
稿
は
現
代
口
語
に
於
け
る
丁
寧
の
助
動
詞
マ
ス
の
歴
史
的
研
究
の
一
部
分
で
あ
る
。
マ
イ
ス
ル
ε
い
ふ
語
は
マ
ヰ
ラ
ス
ル
の
う
の
脆
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

し
た
形
で
あ
っ
て
、
歴
史
的
假
噴
霧
に
從
へ
ば
、
マ
ヰ
ス
ル
ε
書
く
べ
き
で
あ
ら
う
が
、
こ
の
語
の
存
在
し
た
時
代
の
文
献
が
、
私
の
見
た
範

　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

團
で
は
皆
マ
イ
ス
ル
ミ
イ
の
假
名
に
な
っ
て
み
て
、
ヰ
「
こ
書
い
た
も
の
に
は
一
つ
も
出
遭
は
な
い
し
、
無
論
登
音
も
已
に
さ
う
養
じ
て
る
た
ら

う
ε
思
は
れ
る
か
ら
、
姑
く
マ
イ
ス
ル
ミ
書
く
こ
ぐ
」
に
し
τ
置
く
。
從
っ
て
マ
ヰ
ラ
ス
ル
の
ヰ
も
之
に
準
じ
て
イ
ε
書
く
こ
喧
、
㎏
に
す
る
。

　
さ
て
こ
の
語
の
存
在
し
た
こ
ぐ
」
は
、
’
湯
澤
幸
吉
郎
氏
の
著
「
室
町
時
代
の
言
語
研
究
」
の
一
一
九
頁
噛
、
b
二
二
〇
頂
。
、
」
に
見
え
て
み
る
が
、
一

往
私
の
調
査
し
た
繧
路
に
つ
い
て
記
し
て
見
よ
う
ε
思
ふ
。

　
吏
記
抄
（
文
明
九
年
）
に
は
給
與
の
謙
譲
動
詞
並
に
謙
譲
助
動
詞
に
は
主
・
こ
し
て
マ
イ
ラ
ス
ル
を
用
み
て
あ
っ
て
、
例
の
マ
ラ
ス
ル
・
こ
い
ふ

語
は
一
つ
も
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
極
め
て
稀
に
（
寛
永
活
字
本
に
撮
る
）

　
　
一
更
命
i
－
1
此
ハ
亀
太
上
皇
ノ
警
…
テ
思
テ
居
タ
カ
ラ
ル
・
・
ホ
ト
ニ
豊
ヲ
フ
ツ
ト
ウ
ツ
シ
テ
ヲ
キ
マ
イ
セ
ラ
レ
タ
ソ
ソ
コ
ヲ
新
襲
瓢
ト
云
ソ
（
六
ノ

　
　
　
五
十
ご
ウ
）

　
　
躇
漢
一
使
者
力
聞
オ
ト
ニ
心
得
サ
セ
マ
イ
セ
ウ
ト
テ
足
テ
フ
ム
ソ
附
耳
目
サ
・
ヤ
イ
テ
云
ソ
（
十
ニ
ノ
八
ウ
）

マ
イ
ス
〃
と
い
ふ
語

一



九
大
國
丈
學
　
第
一
號

＝：

な
き
い
ふ
形
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
他
の
多
い
例
か
ら
考
へ
る
S
、
こ
の
活
字
本
の
ラ
を
落
し
た
誤
植
で
は
な
い
か
唖
、
」
思
は
れ
も
す

る
が
、
又

　
　
欲
以
］
i
魏
其
雪
下
ノ
將
相
テ
コ
チ
へ
傾
テ
ト
ラ
ウ
ト
ス
ル
ソ
乃
微
シ
カ
ト
ワ
云
ワ
イ
テ
面
白
ソ
バ
ヲ
云
ヤ
ウ
テ
丞
相
鰻
重
誰
テ
ア
ラ
ウ

　
　
ソ
サ
リ
レ
テ
ハ
魏
其
コ
ソ
ヨ
カ
ラ
ウ
ス
ラ
ウ
ナ
ン
ト
・
大
后
二
云
ワ
セ
マ
刷
シ
タ
ン
（
十
四
ノ
四
ナ
）

　
　
太
子
1
（
上
略
）
是
ハ
チ
ツ
ト
無
理
ナ
怨
ミ
コ
ト
ナ
レ
ト
モ
花
サ
シ
ラ
ス
通
力
心
二
太
子
ホ
ト
山
上
テ
大
事
ス
ル
人
ハ
天
下
ニ
ナ
ニ
カ

　
　
ア
ラ
ウ
ソ
ト
云
テ
我
ハ
又
太
子
ヨ
リ
猫
大
事
二
四
イ
マ
イ
ラ
ス
ル
ト
下
津
テ
上
二
酉
ラ
セ
マ
イ
ラ
セ
ウ
ト
テ
ハ
シ
カ
ウ
云
テ
試
昌
サ
セ
マ

　
　
イ
シ
タ
鰍
サ
ナ
ウ
テ
ハ
怨
ラ
レ
ウ
ス
イ
ワ
レ
カ
ナ
イ
ソ
（
十
六
ノ
三
う
三
ウ
三
十
四
ナ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

な
き
に
明
か
に
マ
イ
シ
・
こ
い
ふ
形
が
見
え
て
、
マ
イ
ラ
ス
ル
は
連
用
形
を
皆
マ
イ
ラ
晒
骨
、
マ
イ
ラ
セ
テ
の
如
く
セ
ミ
活
用
す
る
の
に
比
し
て
、

　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

こ
の
マ
イ
シ
ニ
つ
だ
け
が
シ
ε
活
用
し
て
み
る
の
を
見
る
・
し
、
前
の
二
例
・
こ
共
に
マ
イ
ラ
ス
ル
よ
り
他
に
、
う
の
落
ち
た
マ
イ
ス
ル
ε
い
ふ
．
別

の
形
が
あ
っ
て
、
活
用
も
鍵
っ
て
み
る
の
で
は
な
い
か
ε
考
へ
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
然
る
に
、
こ
の
形
の
語
を
相
當
多
く
持
っ
て
る
る
他
の
抄
物
が
あ
る
。
そ
れ
は
雲
章
の
講
義
を
同
じ
く
桃
源
の
書
い
た
百
丈
清
規
雲
量
抄
で

あ
る
。
　
（
湯
澤
氏
も
こ
の
抄
を
調
査
さ
れ
て
例
を
出
し
て
ゐ
ら
れ
る
）
こ
の
抄
に
は
史
記
抄
ざ
㊨
も
よ
ほ
き
繁
用
し
て
あ
っ
て
、
マ
イ
ラ
ス
ル

ε
運
用
し
な
が
ら
、
而
も
導
き
牛
革
に
用
み
て
み
る
。
（
見
落
し
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
の
調
べ
た
威
で
は
マ
イ
ラ
ス
〃
．
マ
イ
ス
ル

共
に
二
十
三
つ
つ
あ
っ
た
。
）
而
し
て
史
記
抄
ミ
同
じ
く
例
の
マ
ラ
ス
ル
は
決
し
て
用
ゐ
τ
な
い
の
で
あ
る
。

　
薙
に
私
の
見
た
清
規
翌
週
抄
に
つ
い
τ
少
し
く
蓮
べ
た
い
く
」
思
ふ
。
私
は
京
都
山
足
院
本
ミ
足
利
學
校
本
ぐ
」
を
見
喪
が
、
爾
者
は
も
ぐ
」
同
一

原
本
か
ら
出
て
み
る
も
の
で
あ
っ
τ
、
湯
澤
氏
の
調
査
さ
れ
た
東
京
大
學
本
ぐ
」
も
さ
し
τ
異
な
っ
た
内
容
の
も
の
で
な
い
ら
し
い
こ
ε
は
、
湯

澤
氏
の
解
読
並
に
示
さ
れ
た
文
例
ε
の
比
較
に
由
っ
て
明
か
で
あ
る
。
急
足
院
本
は
表
紙
に
「
勅
規
桃
源
抄
」
・
ε
題
し
て
あ
る
四
巻
本
で
あ
っ

て
、
第
四
巻
の
終
に



　
　
寛
正
三
年
歳
在
壬
午
八
月
＋
日
瑞
林
之
東
軒
抄
畢
、
蓋
雲
母
始
講
於
恵
日
電
器
渚
而
、
終
巻
熔
接
峰
、
聖
恩
卯
春
曇
今
、
前
後
四
更
星
霜

　
　
罵
、
其
間
或
断
或
績
、
而
辛
巳
之
歳
、
】
切
止
之
、
以
磯
疾
催
事
壷
皿
。
…
…

の
蹟
文
の
あ
る
こ
ミ
」
は
勿
論
、
第
二
春
の
中
に
諌
の
や
う
な
朱
書
が
見
え
る
。

　
　
明
素
意
丙
辰
冬
、
此
一
冊
盛
光
院
畳
音
隻
翻
公
首
座
筆
Z
、
明
六
丁
巳
五
月
念
六
日
正
儲
蓄
、
脅
曳
公
明
六
二
正
月
八
日
盛
光
火
災
脚
席

　
　
自
殺
芙

　
こ
の
識
語
に
よ
れ
ば
南
少
く
も
第
二
巻
一
冊
は
明
磨
五
年
盛
光
院
圭
昔
聖
の
筆
で
あ
っ
て
、
普
隻
の
死
後
或
人
（
こ
の
朱
書
を
し
た
）
に
よ

っ
て
、
朱
墨
で
校
合
さ
れ
た
も
の
ミ
見
え
る
。
盛
光
院
曹
隻
に
つ
い
τ
は
ま
だ
考
へ
得
な
い
が
、
こ
の
篇
本
が
明
磨
五
年
号
原
本
で
あ
る
ε
し

て
も
、
短
慮
五
年
本
を
窮
し
た
も
の
S
し
て
も
、
其
の
本
の
面
影
を
傳
へ
て
る
る
も
の
S
し
て
差
支
な
い
で
あ
ら
う
。
他
の
巻
に
つ
い
て
の
事

は
分
明
し
な
い
が
、
到
底
そ
れ
を
同
時
若
し
く
は
遽
く
な
い
前
後
の
も
の
ε
見
て
妨
な
い
S
思
ふ
。
．
萌
磨
五
年
は
寛
正
三
年
桃
源
の
抄
飽
し
た

時
か
ら
三
十
四
年
後
に
當
る
。

　
足
利
學
校
本
は
二
冊
の
零
本
で
あ
る
が
、
標
題
は
「
費
翁
規
抄
ロ
訣
」
ε
し
て
あ
る
。
費
翁
ε
は
雲
級
一
慶
が
束
簾
寺
の
費
渚
院
に
み
た
か
ら

で
あ
る
。
上
ノ
ニ
く
、
下
ノ
ニ
ε
が
残
つ
τ
み
て
、
上
ノ
一
S
下
ノ
一
5
が
逸
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
本
は
爾
足
院
本
の
四
冊
ε
分
別
が
同
一
で

あ
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
甲
冊
上
ノ
ニ
が
住
持
章
第
五
か
ら
始
ま
っ
て
居
り
、
乙
津
下
ノ
ニ
が
日
用
軌
範
に
な
っ
て
居
る
の
で
知
れ
る
◎
爾
爾

足
院
本
も
第
三
巻
の
首
に
勅
修
百
丈
清
規
春
潮
く
」
し
て
あ
る
の
を
見
る
ε
、
之
も
始
は
上
下
に
別
け
た
も
の
ら
し
い
の
で
あ
る
。
足
利
學
校
本

は
下
ノ
ニ
の
奥
に
寛
正
三
年
云
々
の
同
】
識
語
の
載
つ
τ
み
る
こ
ε
は
勿
論
で
あ
る
が
、
其
の
後
に

　
　
元
轍
三
讐
孟
夏

S
し
て
あ
る
か
ら
、
其
の
年
の
書
篇
ε
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
借
こ
の
足
利
學
校
本
は
曾
τ
足
利
街
述
氏
に
よ
っ
て
調
査
せ
ら
れ
て
、
同
氏
の
記
さ
れ
た

マ
イ
ス
ル
と
い
ふ
語

三



　
　
　
　
　
　
　
　
九
大
國
文
學
第
一
號
四

　
　
聖
書
呼
量
（
五
山
之
高
僧
序
章
一
慶
一
條
雪
国
ノ
庶
兄
）
之
百
丈
窺
之
箋
テ
桃
源
瑞
仙
（
論
渤
）
ガ
筆
記
セ
シ
モ
ノ
ニ
テ
一
名
テ
雲
桃
篇
章
フ
現
在
京
都

　
　
之
爾
学
院
二
四
冊
本
ヲ
藏
ス
ル
外
他
晶
之
レ
有
ル
ヲ
聞
カ
ズ
學
校
讐
本
馬
元
緑
三
年
目
長
与
二
野
リ
録
ス
ル
所
ハ
上
ノ
雪
下
ノ
ニ
ニ
止
リ

　
　
上
ノ
一
下
ノ
一
．
二
冊
テ
訣
ク
翫
難
天
下
希
有
ノ
書
タ
ル
テ
以
テ
準
珍
書
ノ
便
値
ア
ル
ハ
言
フ
ヲ
要
セ
ザ
ル
所
ナ
リ

ぐ
」
い
ふ
貼
紙
が
し
て
あ
る
。
や
は
り
後
世
の
傳
窮
だ
け
あ
っ
て
、
誤
窟
も
あ
る
や
う
で
あ
る
が
全
く
南
足
院
本
・
し
同
一
内
容
の
零
本
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
附
記
し
て
置
き
た
い
こ
ε
嫉
、
萬
治
板
本
の
勅
修
百
丈
清
規
抄
の
事
で
あ
る
。
こ
の
抄
は
作
成
年
代
は
明
か
で
な
い
が
、
其
の
蹟
に

寅
庵
首
書
ε
桃
源
抄
ざ
を
書
入
れ
て
一
抄
S
な
し
た
旨
が
断
っ
て
あ
る
如
く
、
内
に

　
　
桃
源
ノ
抄
二
云
ク
公
嵜
i
監
－
班
ト
ヲ
櫓
筆
管
ナ
シ
マ
イ
シ
テ
カ
ラ
何
事
ラ
モ
官
カ
ラ
．
ハ
イ
ロ
ハ
イ
テ
帝
師
ノ
バ
カ
ラ
イ
ニ
セ
ラ
ル

　
　
・
ソ
（
序
二
十
五
ナ
）

な
き
あ
っ
て
、
マ
イ
ス
ル
が
一
つ
見
え
る
σ
之
は
雲
桃
抄
を
そ
の
儘
引
用
し
た
も
の
で
あ
っ
τ
、
原
文
ε
全
く
同
一
で
あ
る
。

　
唱
こ
に
か
く
こ
れ
ら
の
書
に
マ
イ
ス
ル
く
㌔
云
ふ
語
形
が
繁
用
さ
れ
て
る
る
こ
・
こ
は
、
史
記
抄
の
か
の
個
慮
の
決
し
て
誤
植
で
な
い
こ
ε
を
謹
し

か
つ
こ
の
語
の
存
在
を
確
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
私
は
其
の
後
に
倫
一
資
料
を
見
る
こ
S
が
出
來
た
。
そ
れ
は
同
じ
く
無
足
院
所
藏
の
蒲

室
集
．
（
元
仁
大
脳
撰
）
の
和
抄
で
あ
る
。
書
名
は
寺
の
目
録
に
蒙
る
く
」
、
皇
室
直
隠
ε
な
っ
て
み
る
が
、
表
紙
の
標
題
に
は
明
か
に
蒲
竃
聞
誤

ミ
命
じ
て
あ
る
か
ら
、
今
假
に
そ
れ
に
從
ふ
こ
言
に
す
る
。
こ
の
蒲
蜜
薫
製
は
凡
て
七
巻
無
論
二
本
で
あ
っ
て
、
圏
録
に
よ
る
S
、
幻
雲
壽
桂

帥
ち
月
舟
の
抄
す
み
所
ざ
な
っ
て
み
る
。
書
中
何
等
の
識
語
も
見
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
讃
ん
で
見
る
ミ
、
諸
説
の
終
に
「
月
舟
云
」
S
か

　
「
舟
云
」
ε
か
し
て
其
の
説
を
書
い
て
あ
る
早
産
が
数
多
見
え
る
の
を
見
る
ε
，
如
何
に
も
月
舟
の
抄
・
し
い
ふ
こ
ε
が
確
か
ら
し
い
。
元
來

月
舟
に
は
蒲
室
集
の
漢
抄
も
あ
る
が
、
．
亦
銀
製
抄
の
あ
っ
た
こ
ご
は
其
の
偉
功
に
つ
け
て
あ
る
識
語
に
於
て
明
か
で
あ
る
。
足
利
學
校
圖
書
館

に
は
現
に
彼
の
漢
抄
で
あ
る
蒲
室
集
四
冊
を
会
し
て
み
る
が
、
こ
の
書
は
月
舟
の
弟
子
牧
雲
の
手
篇
す
る
所
に
係
っ
て
、
次
の
や
う
な
蹟
が
あ

る
o



　
　
世
講
蒲
疏
者
、
在
前
蛆
虫
亦
爲
少
焉
、
龍
山
香
梅
屋
屡
求
講
之
、
予
固
僻
日
、
博
才
之
血
盟
一
塁
、
識
之
不
明
、
何
以
塞
其
責
哉
、
梅
請

　
　
而
不
順
西
日
、
師
軍
居
間
云
、
吾
聞
諸
　
簾
萎
、
齋
聞
諸
村
蕃
、
村
聞
綾
翠
之
設
唯
四
篇
也
、
嘗
一
欝
識
黒
味
、
村
一
樹
乎
、
歯
型
師
之

　
　
所
講
諸
同
臭
義
也
、
將
骨
面
耶
、
二
士
癒
其
命
講
其
義
、
甘
干
甲
南
五
月
廿
八
日
、
終
モ
丙
子
二
月
廿
四
日
、
凡
三
十
五
回
也
、
匪
徒
前

　
　
後
、
或
有
所
聞
、
或
有
所
不
一
、
聞
而
全
曲
梅
屋
之
外
郷
士
清
爾
、
俄
子
執
筆
軍
側
、
印
童
亦
粗
聞
、
可
笑
、

　
　
　
永
正
十
三
年
二
月
幻
雲
志

　
　
予
篇
　
幻
師
之
三
者
始
子
天
文
癸
巳
正
月
十
一
日
終
干
同
八
月
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
　
雲
　
子
　
壽
　
俄

ε
あ
．
る
。
漢
抄
の
成
っ
た
由
來
が
わ
か
る
。
爾
足
院
本
聞
塵
の
一
春
に
は
、

　
　
蒲
窯
ノ
中
テ
モ
歯
髄
不
用
饅
ラ
一
々
念
比
ニ
サ
美
玉
ラ
レ
タ
ル
ト
ナ
リ
信
仲
モ
ア
ソ
ハ
ス
蘭
波
ハ
是
ニ
キ
カ
シ
マ
ス
ソ
塩
田
モ
ァ
ソ
ハ
ス

　
　
天
涯
ハ
是
レ
畠
キ
カ
シ
マ
ス
也
村
巷
ハ
江
西
二
疏
ヲ
唯
四
篇
キ
カ
シ
マ
ス
正
宗
ノ
村
二
所
豊
ア
ル
ニ
村
ノ
日
参
江
西
開
聞
コ
ト
唯
四
篇
也

　
　
サ
レ
｝
モ
イ
ヵ
標
思
案
シ
テ
ト
ラ
セ
ラ
レ
テ
三
四
年
ノ
間
能
ク
ツ
ゴ
ラ
ウ
シ
テ
サ
テ
爲
正
宗
美
事
也
…
・
：

ε
い
ふ
條
が
あ
っ
て
、
蒲
室
集
の
漢
抄
の
月
舟
に
到
る
傳
統
に
翻
し
て
、
漢
抄
の
蹟
S
同
様
の
こ
ε
を
述
べ
τ
み
る
の
は
労
三
面
塵
の
月
舟
の

抄
で
あ
る
こ
ミ
を
暗
示
し
て
み
る
。
爾
足
利
學
校
斎
蔵
に
は
か
の
蹟
の
次
に
左
の
如
き
蹟
丈
の
窩
を
附
け
て
あ
る
。
煩
は
し
い
が
、
彼
の
三
密

抄
の
事
を
考
へ
る
に
は
必
要
で
あ
る
か
ら
掲
げ
る
こ
・
こ
に
す
る
。

　
　
ロ
ロ
幻
師
蒲
室
蹟

　
　
村
蓄
難
病
鵡
萎
翁
之
求
、
以
講
蒲
室
疏
、
始
寛
正
癸
工
臨
六
月
十
四
日
、
終
子
文
正
丙
戌
十
一
月
初
四
日
、
蓋
零
歳
者
四
、
其
壁
全
町
、

　
　
漁
師
毎
講
之
，
鷲
翁
随
而
抄
之
、
皆
以
倭
字
馬
細
繹
其
義
、
不
必
需
齊
、
世
所
謂
聞
書
是
也
、
翁
晩
年
改
倭
騒
騒
、
郁
乎
文
哉
、
因
名
蒲

　
　
芽
、
疑
義
深
夷
、
後
以
其
所
親
書
之
倭
抄
、
付
小
友
頑
煮
端
、
公
珍
重
爲
費
、
非
常
重
罪
書
、
叉
真
鍮
筆
跡
也
、
而
以
予
叢
叢
忘
年
、
密

　
　
許
乙
寛
、
予
卒
謄
窩
之
、
秘
干
筐
底
、
然
考
故
事
者
、
砒
則
正
焉
、
疎
則
補
焉
、
．
至
悪
営
所
増
損
、
而
撮
村
日
金
芽
也
池
予
籍
呼
合
評
蒲

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
イ
ス
ル
と
い
ふ
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
・



九
大
國
丈
學
第
一
號

山ノ、

　
　
二
連
、
異
日
蒲
芽
行
世
．
則
蒲
葉
至
悪
足
取
、
臓
幾
倭
字
罪
種
、
而
臨
画
童
蒙
尖
、
三
盛
宙
吊
予
輩
翁
蒲
席
．
而
不
能
抄
萬
一
焉
、
今
灘

　
　
此
抄
頗
漉
簸
爾

　
こ
れ
は
彼
の
假
名
編
の
誓
文
S
見
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
其
の
抄
を
蒲
葉
ε
呼
ん
だ
．
こ
噌
こ
が
知
れ
る
。
而
し
て
其
の
抄
は
、
村
鑑
の
講
義
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

薫
蕎
が
假
名
文
で
書
取
つ
た
の
を
聞
書
ε
い
っ
て
頑
雲
（
部
ち
河
清
）
に
與
へ
た
の
を
、
更
に
月
舟
が
借
翻
し
て
愛
し
て
補
訂
を
加
へ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
前
の
蹟
ε
比
較
し
τ
考
へ
る
ε
、
永
正
十
一
年
か
ら
十
三
年
ま
で
に
出
來
た
漢
抄
よ
り
も
以
前
に
和
抄
が
出
來
て
る
た
ら
う

S
考
へ
る
の
が
穏
當
で
あ
ら
う
。
さ
て
、
こ
の
豊
里
蒲
葉
S
聞
塵
噸
こ
は
如
何
な
る
陰
嚢
に
あ
る
か
く
」
い
ふ
こ
唱
こ
は
無
論
明
か
で
は
な
い
が
、
和

抄
が
一
つ
あ
り
、
漢
抄
が
一
つ
あ
っ
て
、
更
に
和
抄
を
一
つ
作
る
言
い
ふ
こ
ε
は
普
通
あ
り
得
な
い
し
、
恐
ら
く
病
葉
、
聞
塵
は
同
書
の
異
名

で
は
な
か
ら
う
か
S
思
ふ
。
若
し
さ
う
し
た
こ
S
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
聞
塵
は
も
S
村
蕃
が
寛
正
四
年
六
月
か
ら
文
正
元
年
十
一
月
ま

で
四
年
聞
に
講
じ
た
も
の
が
本
ε
な
っ
て
み
る
ぐ
」
い
は
な
く
て
に
な
ら
な
い
が
、
月
舟
の
手
に
よ
っ
τ
成
っ
た
の
は
、
村
巷
の
殿
町
ざ
見
え
る

か
ら
、
畏
享
以
後
永
正
初
年
ま
で
の
間
、
略
々
吏
多
脳
に
次
ぐ
時
代
の
も
の
で
は
な
い
か
ざ
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
更
に
函
足
院
に
は
三
鰹
詩
法
抄
ε
い
ふ
二
冊
の
窟
本
が
あ
る
が
、
其
の
下
巻
の
終
に
、

　
　
三
聾
藻
抄
絡
　
委
六
酊
正
月
廿
百
破
關
子

　
　
右
抄
出
先
年
於
南
朝
（
都
電
）
染
筆
、
至
今
天
文
十
五
暦
已
＋
霜
、
寓
居
相
州
金
湯
山
早
雲
寺
、
比
量
鮎
塗
一
校
畢
夷

　
　
　
　
丙
午
暮
春
二
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
三
關
宗
和
誌
之

S
あ
る
の
に
よ
っ
て
、
こ
の
書
の
成
っ
た
時
、
嘉
し
た
時
が
明
か
で
あ
る
。
こ
の
書
は
林
宗
二
が
書
い
た
の
を
宗
和
が
窮
し
て
下
貼
を
入
れ
た

も
の
で
あ
っ
τ
、
板
本
「
三
聖
詩
絶
句
抄
」
の
原
本
で
あ
る
ら
し
い
の
で
あ
る
。
板
本
は
年
代
が
明
か
で
な
い
が
、
こ
の
本
臓
天
爵
六
年
に
出

盛
た
も
の
で
あ
る
こ
ε
が
明
瞭
で
あ
っ
て
、
國
語
資
料
S
し
て
は
一
暦
役
立
つ
も
の
で
あ
る
σ
し
か
る
に
こ
の
書
の
中
に
マ
イ
ス
ル
を
用
ゐ
τ

あ
る
慮
が
唯
一
つ
あ
る
。



　
　
画
料
が
私
宅
昌
ア
ル
杏
子
ノ
大
ナ
ル
テ
公
方
ヘ
ハ
マ
イ
セ
イ
テ
二
二
仕
ヲ
ナ
ン
ト
・
云
底
心
テ
ハ
シ
ァ
ル
鰍
徳
宗
ヨ
リ
杏
子
昌
封
ラ
付
サ

　
　
セ
ラ
ル
・
程
昌
御
機
嫌
力
悪
カ
ラ
ウ
ト
云
テ
宅
共
昌
マ
イ
ラ
ス
ル
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

霊
い
ふ
の
か
是
で
あ
っ
て
、
湯
澤
氏
が
板
本
絶
句
抄
か
ら
引
か
れ
た
個
虜
ε
同
一
で
あ
る
。
之
は
同
氏
が
絶
句
抄
の
解
説
に
も
言
は
れ
た
通
り

砂
壌
絶
句
抄
は
古
抄
か
ら
注
を
集
め
た
も
の
ら
し
く
、
こ
こ
に
「
注
云
云
」
ε
し
で
あ
る
の
は
、
古
抄
か
ら
淡
し
來
つ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い

し
、
加
之
宗
二
の
他
の
抄
物
は
皆
マ
ラ
ス
ル
の
方
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
マ
イ
ス
ル
は
少
く
も
宗
二
の
語
で
は
な
か
っ
た
S
い
ひ
得
る
。
興
昧
の

あ
る
こ
S
に
は
こ
の
マ
イ
セ
イ
テ
の
側
に
異
筆
で
う
の
字
を
後
補
し
て
あ
る
こ
ε
で
あ
る
。
恐
ら
く
己
に
マ
イ
ス
ル
ε
い
ふ
語
の
聞
か
れ
な
く

な
っ
て
か
ら
後
の
人
の
仕
業
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
S
に
か
く
、
こ
の
三
饅
詩
法
抄
の
ア
イ
ス
ル
だ
け
は
上
述
の
や
う
な
理
由
で
、
確
か
に
こ
こ

S
年
代
附
け
る
こ
S
は
困
難
で
あ
る
。

　
俺
史
記
抄
に
就
い
τ
は
、
足
利
學
校
所
藏
の
篇
本
（
書
篇
年
月
不
明
）
を
封
校
し
た
が
、
こ
の
本
が
十
二
冊
だ
け
の
鋏
奉
で
あ
る
に
も
係
ら

ず
、
幸
に
も
板
本
に
あ
る
前
掲
四
個
露
の
例
が
悉
く
あ
っ
て
，
而
も
一
つ
残
ら
ず
板
本
ミ
合
致
し
て
み
る
上
に
、
爾
板
本
に
マ
ィ
ラ
ス
レ
S
あ

る
の
が
、
こ
の
本
に
マ
イ
ス
レ
・
し
な
っ
て
み
る
個
慮
を
見
出
し
た
の
は
圖
ら
ざ
る
獲
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
例
は
後
に
出
て
來
る
筈
で
あ
る
。

　
以
上
が
今
日
ま
で
私
の
見
た
マ
イ
ス
ル
に
關
す
る
資
料
の
す
べ
τ
で
あ
る
が
、
以
下
こ
れ
ら
の
資
料
を
か
り
て
、
こ
の
語
の
考
察
を
試
み
よ

う
ε
思
ふ
。

一

　
マ
イ
ス
ル
ε
い
ふ
語
の
意
味
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
マ
イ
ラ
ス
ル
S
同
一
で
あ
っ
て
海
前
掲
の
諸
書
に
は
良
匠
蔵
し
て
あ
っ
て
、
其
の
間
に
何

等
の
差
も
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
動
詞
ε
し
て
も
助
動
調
S
し
て
も
用
み
る
こ
S
竜
前
標
で
あ
み
。
た
マ
」
へ
ば
、

　
　
入
滅
ノ
時
二
佛
ノ
水
テ
飲
タ
イ
ト
ヲ
セ
ラ
レ
タ
ヲ
マ
イ
セ
ヌ
ー
ソ
（
桃
一
）

マ
イ
ス
ル
と
い
ふ
語

七



九
大
國
丈
學
　
菓
一
號

八

　
　
天
子
百
官
信
向
事
外
ニ
シ
テ
物
ヲ
モ
皆
過
分
ニ
マ
イ
．
セ
ラ
レ
テ
颪
力
ノ
檜
テ
モ
ァ
ル
也
（
蒲
鳳
）

な
き
は
動
調
に
用
ゐ
τ
あ
っ
て
、
給
與
の
謙
譲
を
表
し
、
サ
シ
ァ
グ
ル
・
こ
等
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
住
持
詞
問
～
年
カ
ヨ
ラ
シ
モ
タ
鰍
病
ハ
ナ
イ
鰍
ト
問
ソ
η
ハ
寮
舎
ノ
家
且
ハ
ナ
ン
ト
ハ
ワ
ル
イ
鰍
知
事
二
野
シ
ツ
ク
テ
マ
イ
セ
ウ
ナ
ン
ト
・

　
　
扁
ム
テ
起
ツ
ソ
（
桃
二
）

の
如
く
助
詞
テ
が
上
に
來
る
も
の
も
用
例
は
少
い
が
、
亦
動
詞
の
用
法
で
あ
っ
て
、
や
は
り
サ
シ
・
ア
グ
ル
義
で
あ
る
。
即
ち
テ
の
上
な
る
動
詞

に
直
接
し
て
、
其
の
動
詞
を
助
け
る
の
で
は
な
く
、
テ
で
切
れ
て
了
っ
て
、
下
の
マ
イ
ス
ル
は
猫
賎
し
た
本
動
詞
で
あ
る
。
無
論
マ
イ
ラ
ス
ル

の
用
法
が
さ
う
な
の
で
あ
る
。

　
さ
て
助
動
詞
様
の
用
法
は
、
直
接
動
詞
・
助
動
詞
に
接
績
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ロ
　

　
　
其
時
二
弟
子
同
宿
ノ
中
二
此
ネ
ト
ノ
事
ヲ
カ
ヘ
シ
テ
問
マ
イ
ス
ル
者
モ
ナ
カ
ヅ
タ
鰍
誰
モ
不
知
事
ト
テ
セ
ラ
レ
タ
ト
興
奮
タ
マ
テ
、
問
マ

　
　
イ
シ
タ
ト
云
事
カ
ナ
イ
ソ
（
桃
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

　
　
季
潭
ホ
ト
ノ
長
老
罰
シ
事
ハ
ト
テ
天
竺
二
未
渡
之
経
学
ァ
ル
ホ
ト
ニ
其
テ
ト
リ
ニ
ヤ
リ
マ
イ
ス
ル
ト
テ
流
シ
マ
イ
セ
ラ
レ
タ
ソ
（
桃
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
ね

　
　
影
画
i
此
ハ
太
上
皇
ノ
豊
ラ
思
テ
居
タ
カ
ラ
ル
・
オ
ト
ニ
豊
ラ
フ
ツ
ト
ウ
ッ
シ
テ
ヲ
キ
マ
イ
セ
ラ
レ
タ
ソ
ソ
コ
ヲ
新
豊
ト
云
ソ
（
史
六
）

な
，
ご
は
、
動
詞
に
績
け
た
も
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
へ

　
　
此
語
ラ
聞
ッ
ク
テ
言
語
通
断
ノ
事
出
家
ノ
心
カ
イ
ラ
シ
モ
ト
テ
ナ
ン
ト
モ
シ
テ
婚
サ
セ
マ
イ
セ
ヨ
ド
云
ソ
（
桃
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
豊
範
二
行
状
テ
カ
・
セ
マ
イ
シ
テ
無
鑑
ハ
大
官
人
テ
ァ
ル
ホ
ト
ニ
フ
ツ
ト
ハ
マ
ミ
ヘ
マ
イ
ソ
（
桃
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ

　
　
コ
レ
ヨ
リ
臨
先
キ
天
子
ヨ
リ
璽
離
…
へ
住
サ
シ
マ
イ
セ
ラ
ル
・
∠
顧
問
ア
リ
（
蒲
剛
）

な
き
は
、
助
動
詞
に
空
け
た
も
の
で
あ
る
。
・
さ
て
助
動
詞
に
綾
け
た
用
例
は
右
の
例
の
や
う
に
使
役
に
ば
か
り
つ
づ
い
て
み
る
が
、
マ
イ
ス
ル

は
使
役
に
限
っ
て
抄
い
た
辱
こ
か
、
使
役
に
は
マ
イ
ス
ル
ざ
い
ふ
形
で
な
け
れ
ば
績
か
な
か
っ
た
噛
こ
か
断
言
し
得
ら
れ
な
い
。
元
來
マ
イ
ラ
ス
ル



が
助
動
詞
に
績
け
ら
れ
る
揚
合
は
使
役
が
最
も
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
も

　
　
佛
ノ
御
問
ア
ヅ
タ
ニ
ア
ラ
ウ
ス
ト
返
事
テ
モ
申
サ
イ
テ
ハ
ヤ
ウ
入
滅
サ
セ
マ
イ
ラ
セ
タ
（
桃
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ぬ

　
　
代
日
君
何
患
於
是
ー
ー
ヤ
ス
イ
事
テ
サ
フ
結
句
所
領
ヲ
マ
ウ
ヶ
サ
セ
マ
イ
ラ
セ
ウ
ト
云
ソ
（
吏
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
先
ッ
上
晶
其
根
源
ノ
標
テ
申
シ
テ
キ
カ
セ
マ
イ
ラ
ス
ル
ソ
（
史
＋
五
）

そ
れ
ε
共
に
、
受
身
に
つ
づ
く
も
の
が
表
れ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
無
爲
二
死
テ
高
租
ニ
ツ
カ
ワ
レ
マ
イ
ラ
ス
ル
コ
ト
ハ
得
ル
ハ
幸
ナ
リ
㍗
云
ソ
（
史
七
）

　
　
　
　
も

　
　
祭
ラ
レ
マ
イ
ラ
セ
ウ
ト
テ
コ
ソ
幸
キ
テ
望
ム
フ
ウ
ソ
（
史
十
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
浮
飯
王
ノ
此
上
ハ
ナ
ン
ト
セ
ウ
ト
テ
サ
ラ
バ
一
入
ハ
ア
マ
リ
サ
ウ
サ
シ
カ
ラ
ウ
ス
ッ
カ
ワ
ζ
イ
ラ
セ
ヨ
ト
テ
父
親
二
三
入
母
親
聖
天

　
　
ラ
ヤ
ラ
レ
タ
ソ
（
桃
一
）

　
以
上
マ
イ
ラ
ス
ル
の
助
・
動
詞
接
績
の
二
つ
の
例
は
、
使
役
に
は
マ
イ
ラ
ス
ル
、
マ
イ
ス
ル
い
つ
れ
も
績
い
た
こ
ぐ
』
を
為
し
て
み
る
し
、
又
マ

ィ
ス
ル
が
受
身
に
も
績
け
る
こ
S
が
あ
っ
た
ら
う
S
想
像
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
マ
ィ
ス
ル
の
接
績
は
マ
ィ
ラ
ス
ル
ξ
少
し
も
霊
異
は

な
か
っ
た
ε
思
は
れ
る
。

　
そ
こ
で
マ
イ
ス
ル
の
助
動
詞
や
う
の
用
法
、
即
ち
こ
の
語
の
動
詞
、
助
動
詞
に
接
帯
す
る
場
合
の
意
義
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
前
掲

の
諸
例
で
之
を
見
る
こ
ざ
が
出
來
る
や
う
に
、
給
奥
の
意
義
は
始
曹
な
く
な
っ
て
、
多
く
の
場
合
躍
に
謙
譲
の
語
ざ
な
り
了
っ
て
み
る
や
う
で

あ
る
。
郎
ち
鐸
し
て
マ
ウ
ス
ε
か
マ
ウ
シ
ア
グ
ル
ε
か
言
ふ
の
で
あ
る
。
尤
も

　
　
此
ハ
太
上
皇
ノ
豊
ラ
思
テ
居
三
叉
ラ
ル
・
■
ホ
ト
ニ
豊
ラ
フ
ツ
ト
ウ
ツ
シ
テ
ヲ
キ
マ
イ
セ
ラ
レ
タ
ソ
ソ
コ
ヲ
新
豊
ト
云
ソ
バ
史
六
）

　
　
使
者
力
聞
ホ
ト
ニ
心
得
サ
セ
マ
イ
セ
ウ
ト
テ
足
ラ
フ
ム
ソ
二
丁
ハ
サ
・
ヤ
イ
テ
云
ソ
（
史
十
二
）

な
さ
は
給
與
の
意
味
を
入
れ
て
…
…
シ
テ
サ
シ
ァ
ゲ
ル
ε
課
し
て
も
よ
い
や
う
に
思
は
れ
お
が
、
之
は
む
し
ろ
前
後
帯
止
が
給
與
の
意
味
を
加
・

マ
イ
ス
ル
と
い
ふ
語

九



九
大
國
丈
學
　
第
一
號

一
〇

へ
て
來
る
の
で
あ
っ
て
、
其
の
語
自
身
は
謙
議
だ
け
に
マ
ウ
ス
S
か
マ
ウ
シ
ア
グ
ル
S
か
で
撫
し
得
る
も
の
の
や
う
で
あ
る
。
か
く
て
こ
の
語

じ
動
詞
、
助
動
詞
に
蓮
る
助
動
詞
や
う
の
用
法
に
於
て
は
始
さ
軍
な
る
謙
譲
語
に
な
っ
て
み
る
S
言
つ
τ
よ
い
。

　
次
に
一
往
こ
の
語
の
活
用
を
検
し
て
お
か
う
。
こ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
動
詞
用
法
も
助
動
詞
用
法
も
同
一
に
取
扱
っ
て
差
支
な
い
ε
思
ふ

か
ら
、
、
用
例
の
掲
出
は
す
べ
て
三
者
を
混
じ
て
、
琶
別
を
置
か
な
い
こ
ε
に
す
る
。
さ
て
こ
の
語
の
活
用
は
マ
イ
ラ
ス
ル
S
岡
じ
で
あ
る
筈
で

あ
る
が
、
已
に
愛
じ
た
鮎
が
あ
る
。

　
も
　
　
　
も
　
　
　
も

　
未
然
形
、
先
づ
未
來
形
は
、

　
　
母
客
I
l
寄
賢
物
件
ハ
實
人
ナ
ン
｝
力
此
テ
コ
こ
一
ア
ツ
ケ
マ
イ
セ
ン
ナ
ン
ト
・
云
二
物
デ
置
ク
事
ソ
（
桃
三
）

　
　
躇
漢
L
使
者
力
聞
ホ
ト
ニ
心
得
サ
セ
マ
イ
セ
ウ
｝
テ
足
ヲ
フ
ム
ソ
附
耳
ハ
サ
・
ヤ
イ
テ
云
ソ
（
史
十
二
）

の
如
く
南
否
定
形
は
ヌ
の
つ
く
場
合
が
、

　
　
入
滅
ノ
時
二
佛
ノ
水
テ
飲
タ
イ
｝
テ
セ
ラ
レ
タ
テ
マ
イ
セ
ヌ
・
一
ソ
（
高
畠
）

イ
デ
の
つ
く
場
合
が
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
リ

　
　
馬
力
私
宅
畠
ア
ル
杏
子
ノ
大
ナ
ル
テ
公
方
ヘ
ハ
マ
イ
セ
イ
テ
私
二
仕
ラ
ナ
ン
ト
・
云
底
心
テ
ハ
シ
ァ
ル
鰍
（
三
古
詩
四
声
下
）

．
な
き
に
見
え
る
。
受
身
形
若
し
く
は
崇
敬
形
は
多
く
表
れ
て
ゐ
τ
、

　
　
大
珠
ハ
頓
悟
玉
璽
論
テ
ア
ラ
ワ
シ
テ
馬
租
昌
ミ
セ
マ
イ
セ
ラ
レ
タ
レ
ハ
御
寛
シ
テ
ヵ
マ
イ
テ
留
主
ヨ
ト
ラ
セ
ラ
レ
タ
ソ
（
桃
一
）

　
　
豊
ラ
フ
ツ
ト
ウ
ツ
シ
テ
テ
キ
マ
イ
ゼ
ラ
レ
タ
ソ
ソ
コ
ラ
新
豊
ト
云
ソ
（
吏
六
）

　
　
天
子
百
官
信
向
事
外
ニ
シ
テ
物
ラ
モ
皆
過
分
ニ
マ
イ
セ
ラ
レ
テ
幅
カ
ノ
堆
テ
モ
ア
ル
也
（
蒲
一
）

な
魯
是
で
あ
る
。
湯
澤
氏
の
引
例
（
塞
町
時
代
の
言
語
研
究
ニ
ニ
0
頁
）



　
　
渡
シ
マ
イ
シ
ラ
レ
タ
ソ
（
桃
三
雨
序
）

は
私
の
見
落
し
か
も
知
れ
な
い
が
、
雨
足
院
本
に
は
見
え
な
か
っ
た
。
要
す
る
に
未
然
形
は
マ
イ
セ
で
あ
る
。

　
へ
　
　
も
　
　
も

蓮
用
形
　
中
止
形
や
熟
語
形
は
見
え
な
い
。
タ
（
叉
ば
タ
リ
）
・
テ
の
つ
づ
く
揚
合
、

　
　
云
タ
ヤ
ウ
ニ
舎
利
ニ
ナ
ツ
タ
ホ
ト
ニ
持
テ
イ
テ
人
力
破
蕃
ニ
ミ
セ
マ
イ
シ
タ
レ
バ
器
起
チ
談
有
八
玉
壷
斗
ト
モ
此
ヲ
ハ
モ
ッ
テ
イ
テ
テ
ク

　
　
還
我
生
前
一
句
來
ト
云
ワ
レ
タ
レ
ハ
…
…
（
桃
三
）

　
　
誰
モ
不
知
事
ト
ヲ
セ
ラ
レ
タ
ト
云
傳
タ
マ
テ
・
問
マ
イ
シ
タ
ト
蛮
書
カ
ナ
イ
ソ
（
埜
二
）

　
　
壁
節
脚
昌
行
牒
肌
ラ
カ
・
セ
マ
イ
シ
テ
無
　
整
ハ
大
官
入
テ
ア
ル
ホ
ト
ニ
フ
ツ
ト
ハ
マ
ミ
ヘ
マ
イ
ソ
（
桃
二
）

な
き
の
如
く
皆
マ
イ
シ
で
あ
る
、
史
記
抄
の
一
二
例
は
已
に
出
し
て
あ
っ
た
如
く
で
あ
る
。

　
只
足
利
學
校
本
費
翁
規
抄
口
訣
に

　
　
勧
請
1
－
此
寺
テ
兀
苓
和
爾
二
上
堂
サ
セ
マ
イ
セ
タ
ニ
ソ
（
桃
二
）

ε
い
ふ
一
例
外
が
見
え
る
が
、
之
は
爾
足
院
本
勅
規
桃
源
抄
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
も

　
　
上
堂
サ
セ
マ
イ
セ
ラ
レ
タ
ヤ
ウ
ニ
ソ
（
桃
二
）

ε
あ
る
か
ら
、
多
分
こ
の
未
然
形
が
も
く
」
で
、
元
隷
書
篇
の
足
利
本
に
ラ
レ
が
脱
落
し
た
も
の
・
こ
見
え
る
。
從
っ
て
こ
こ
の
例
に
は
探
早
し
難

い
。
只
助
動
詞
タ
イ
を
績
け
る
場
合
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
カ

　
　
山
庵
雑
録
ニ
モ
岬
雲
外
ノ
天
童
二
瀬
シ
テ
ノ
後
二
住
サ
シ
マ
イ
認
容
イ
ラ
此
人
ノ
岡
ニ
ト
リ
ア
タ
ラ
シ
マ
サ
ヌ
ホ
ト
弟
天
童
ヘ
モ
住
サ
シ

　
　
マ
サ
ス
ハ
惜
イ
ト
云
タ
ル
ソ
（
蒲
五
）

の
や
う
に
マ
イ
セ
言
い
ふ
古
形
を
遺
し
て
み
る
例
が
見
え
る
。
し
か
し
蓮
用
形
は
標
準
的
に
は
マ
イ
シ
．
こ
な
り
了
っ
て
み
る
。

　
も
　
　
　
も
　
　
　
も

　
終
止
形
　
こ
の
語
の
翼
の
断
言
の
例
は
見
出
せ
な
い
助
詞
ト
で
受
け
る
場
合
が
、

マ
イ
ス
〃
と
い
ふ
語

＝
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一
二

　
　
季
潭
ホ
ト
ノ
長
老
ヲ
蟹
シ
事
ハ
ト
テ
天
竺
昌
未
渡
之
経
カ
ァ
ル
ホ
ト
一
“
其
ヲ
ふ
り
轟
ヤ
リ
マ
イ
ス
ル
ト
テ
流
シ
マ
イ
セ
ラ
レ
タ
ソ
（
桃
三
）

ε
い
ふ
一
つ
の
例
で
あ
っ
て
、
無
論
マ
イ
ス
ル
で
あ
る
。

　
カ
　
　
ゆ
　
　
も

　
蓮
醗
形
髄
言
に
連
な
る
場
合
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
ニ

　
　
掛
搭
サ
シ
モ
テ
四
十
二
日
ア
ッ
テ
霊
園
國
夫
人
喩
氏
力
入
7
寺
圓
悟
老
師
ヲ
請
テ
陞
座
サ
セ
マ
イ
ス
ル
時
、
塞
雲
門
僧
問
…
…
（
桃
二
）

　
　
其
時
二
弟
子
同
宿
ノ
中
二
此
ホ
ト
ノ
事
ラ
カ
ヘ
シ
テ
問
マ
イ
ス
ル
者
モ
ナ
カ
ツ
昏
昏
（
桃
三
）

な
き
で
あ
る
。
鰹
言
に
つ
く
．
絡
助
詞
で
受
け
る
場
合
も
無
論
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
嘉
島
f
ハ
駿
骨
テ
比
遠
山
昏
昏
雲
斗
ハ
年
モ
ヨ
ラ
シ
ム
テ
丸
持
モ
イ
ヤ
ト
ラ
シ
ナ
ル
ヲ
強
テ
請
シ
テ
出
世
サ
セ
マ
イ
ス
ル
置
目
ッ
テ
騨

　
　
騙
ノ
如
キ
ワ
カ
キ
人
モ
見
マ
ネ
ラ
シ
テ
皆
出
世
ス
ル
ト
云
心
ソ
釜
六
）

の
如
く
で
あ
る
。
指
定
す
る
ゾ
に
連
な
る
時
も
亦
同
じ
て
あ
る
。

　
　
朝
タ
ー
ー
調
棄
ラ
シ
テ
長
老
昌
マ
イ
ス
ル
ソ
（
桃
四
）

　
　
圓
悟
ハ
蜀
テ
死
ス
大
憲
四
＋
九
ノ
肉
醤
層
層
佳
ス
ル
ソ
左
丞
相
魏
魏
公
力
佳
院
サ
シ
マ
イ
ス
ル
ソ
（
蒲
七
）

　
要
す
る
に
終
止
S
連
髄
ざ
は
此
の
時
代
に
於
け
る
一
般
活
用
言
ε
同
じ
く
同
一
形
で
あ
る
。
マ
イ
ス
S
い
ふ
短
い
形
は
其
の
例
を
求
め
得
な

い
が
、
否
定
推
量
の
マ
イ
S
い
ふ
心
な
き
の
接
績
す
る
場
合
に
或
は
マ
イ
ス
マ
イ
ぐ
」
言
っ
た
か
S
も
思
は
れ
る
が
、
之
も
感
量
抄
の
マ
イ
ラ
ス

ル
が
、
己
に
、

　
　
請
後
可
而
復
之
ヨ
イ
時
節
二
復
マ
ウ
サ
今
ハ
九
鼎
テ
ハ
エ
マ
イ
ラ
セ
マ
イ
ト
云
ソ
（
史
二
）

　
．
趙
王
テ
ハ
ヤ
リ
マ
イ
ラ
セ
マ
イ
ソ
ト
云
ソ
（
史
六
）

の
如
く
、
未
然
へ
つ
づ
か
せ
て
あ
る
の
を
見
る
S
．
マ
イ
ス
ル
の
方
も
多
分
マ
イ
セ
マ
イ
§
言
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
し
か
し
そ
の
鮎
は
私
の

見
た
資
料
だ
け
で
は
不
明
で
あ
る
。
或
は
ベ
イ
、
ラ
ウ
な
き
を
つ
づ
け
る
場
合
に
出
τ
來
る
か
ε
も
思
は
れ
る
。



　
ら
　
　
も
　
　
ヤ

　
已
然
．
形
助
詞
バ
の
つ
づ
く
形
が
見
え
る
が
、
ド
若
し
く
は
ド
モ
の
つ
づ
く
例
が
鉄
け
τ
み
る
。

　
　
此
入
ハ
食
ル
心
無
ク
シ
テ
人
力
物
テ
マ
イ
ス
レ
ハ
ヤ
カ
テ
人
ニ
ト
ラ
ス
ル
ナ
リ
（
蒲
一
）

コ
ソ
ε
已
然
ε
の
係
結
法
は
無
論
ま
だ
活
き
て
み
た
の
で
、

　
　
大
丈
夫
－
大
丈
夫
ホ
ト
ノ
モ
ノ
テ
我
ト
モ
ノ
テ
タ
昌
ヘ
ク
ワ
ヌ
モ
ノ
チ
ャ
カ
何
ト
シ
テ
報
レ
人
昌
事
ハ
ア
ラ
ウ
ソ
我
ハ
サ
ル
人
ノ
子
孫
チ

　
　
ヤ
ト
思
テ
コ
ソ
モ
ノ
ラ
ハ
マ
イ
ス
レ
其
報
答
テ
得
ン
ト
テ
ス
ル
事
デ
モ
ナ
シ
ト
云
テ
腹
立
ソ
（
足
利
學
校
本
史
記
抄
五
）
．

の
如
き
例
が
見
え
る
。
尤
も
板
本
史
記
抄
（
＋
二
）
は
こ
・
が
マ
イ
ラ
ス
レ
ε
長
い
形
に
な
っ
て
み
る
。

　
も
　
　
　
へ
　
　
　
う

　
命
令
形
　
己
に
掲
げ
た
例
で
あ
る
が
、

　
　
此
語
テ
聞
艶
ケ
テ
言
語
道
断
ノ
事
出
家
ノ
心
カ
イ
ラ
シ
モ
ト
テ
ナ
ン
ト
モ
シ
．
テ
婚
サ
セ
マ
イ
セ
ヨ
．
ト
云
ソ
（
桃
一
）

S
い
ふ
唯
一
の
例
を
見
る
。
マ
イ
セ
イ
ε
い
ふ
形
の
存
否
は
不
明
で
あ
る
が
、
之
も
清
規
抄
、
一
撃
記
抄
に
從
ふ
ε
う
マ
イ
ラ
ス
ル
は
す
べ
て

　
　
浮
屠
王
ノ
此
上
ハ
ナ
ン
ト
セ
ウ
ソ
ト
テ
サ
ラ
バ
一
人
ハ
ア
マ
リ
サ
ウ
サ
シ
カ
ラ
ゥ
ス
ッ
カ
ワ
レ
マ
イ
ラ
セ
ヨ
ト
テ
父
親
二
三
入
母
親
ニ
ニ

　
　
入
ヲ
ヤ
ラ
レ
タ
ソ
（
桃
一
）

　
　
職
掌
i
ナ
ニ
テ
モ
サ
ワ
ヤ
ニ
シ
テ
マ
イ
ラ
セ
ヨ
ソ
（
桃
三
）

　
　
其
母
必
致
一
康
公
力
母
ノ
云
コ
ト
ハ
共
王
二
此
三
女
ラ
マ
イ
ラ
セ
ヨ
（
良
二
）

　
　
高
組
ノ
ツ
ヨ
ク
昧
テ
昌
ク
ウ
思
ワ
レ
タ
ホ
ト
ニ
楚
ニ
ア
ル
ト
聞
テ
詔
シ
テ
捕
テ
マ
イ
ラ
盤
面
ト
テ
セ
イ
タ
サ
レ
タ
ソ
（
塁
ハ
）

　
　
郎
中
㍗
モ
ナ
ッ
・
ヘ
シ
イ
者
テ
ハ
太
常
籍
カ
キ
タ
テ
・
．
マ
イ
ラ
セ
ヨ
ソ
（
史
＋
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　

な
さ
正
し
く
マ
イ
ラ
セ
ヨ
ε
あ
る
か
ら
、
．
マ
イ
セ
ヨ
も
侮
さ
う
言
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。
尤
も
．

　
　
サ
ウ
シ
テ
趨
ノ
圃
ノ
郡
々
へ
下
知
シ
テ
牛
ノ
ス
・
ヲ
悉
ク
マ
イ
ラ
セ
イ
ト
下
知
シ
タ
ン
（
二
世
抄
三
）

　
　
茎
立
宗
ノ
兄
ノ
寧
王
ハ
耳
キ
・
テ
ァ
ツ
タ
程
ニ
ナ
テ
く
教
ヘ
マ
イ
ラ
セ
イ
ト
テ
毎
ニ
浮
野
ノ
新
曲
ヲ
モ
敢
ヘ
マ
イ
ラ
セ
テ
…
…
（
三
朧
詩

マ
イ
ス
ル
と
い
ふ
語

一
三



九
大
団
丈
畢
　
第
一
號

　
　
法
抄
二
）

な
3
の
や
う
に
、
享
緑
・
天
文
頃
に
は
マ
イ
ラ
ス
〃
の
命
令
形
が
マ
イ
ラ
セ
イ
S
見
え
て
み
る
か
ら
、

あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
明
か
で
な
い
。

　
か
く
て
、
用
例
の
遺
存
す
る
も
の
に
從
っ
て
、

こ
の
語
の
活
用
表
を
作
る
ε
次
の
や
う
で
あ
る
。

一
四

マ
イ
ス
ル
に
も
賢
宰
に
は
マ
イ
セ
イ
が

語
幹
未
然
連
用
終
止
蓮
艘
．
已
然
命
令

己
に
全
く
サ
行
愛
絡
活
用
に
な
り
了
っ
て
み
る
。
但
し
蓮
用
形
に
下
ご
段
形
セ
の
名
残
を
タ
イ
接
績
の
時
に
止
め
て
み
る
。

　
以
上
の
考
察
に
よ
り
τ
、
マ
イ
ス
ル
ε
い
ふ
語
が
、
寛
正
・
文
明
の
頃
巳
に
本
生
の
活
用
サ
行
触
二
段
を
慶
じ
て
、
サ
行
墜
絡
に
な
の
了
っ

て
み
た
こ
ご
が
明
か
で
あ
る
。
サ
白
下
二
段
が
サ
行
愛
絡
に
愛
化
し
た
・
・
」
い
ふ
こ
ミ
は
換
言
す
る
ε
、
只
一
つ
連
用
形
の
セ
音
が
シ
脅
に
愛
化

し
た
S
い
ふ
に
外
な
ら
な
い
。
吾
人
は
抄
物
に
於
け
る
マ
ラ
ス
ル
が
多
く
の
揚
合
サ
行
下
一
一
段
で
保
た
れ
て
み
た
の
に
、
桃
山
時
代
に
至
っ
て

意
義
の
警
吏
・
こ
共
に
サ
行
菱
絡
に
な
っ
て
み
る
こ
ε
に
氣
附
く
の
で
あ
る
が
、
マ
イ
ス
ル
の
方
が
已
に
先
ん
ひ
τ
其
の
活
用
薫
化
を
途
げ
て
る

た
こ
S
は
、
更
に
注
目
に
値
ひ
す
る
こ
ぐ
」
で
あ
る
ε
思
ふ
。

　
翻
っ
て
こ
の
語
の
原
形
マ
イ
ラ
ス
ル
S
い
ふ
語
は
後
永
く
下
二
段
形
を
保
有
し
て
愛
じ
な
か
っ
た
や
う
で
あ
る
。
私
の
見
た
資
料
の
中
で
此

の
語
の
連
用
形
の
シ
ε
な
っ
て
み
る
も
の
は
殆
さ
准
い
。
只
蒙
求
抄
三
に



　
　
未
知
一
近
頃
母
ノ
イ
キ
タ
ヤ
ラ
ウ
死
ダ
ヤ
ラ
ウ
テ
知
ヌ
ソ
路
モ
マ
チ
ト
テ
候
程
昌
此
ワ
ク
テ
持
テ
入
テ
マ
イ
ラ
シ
候
ワ
ウ
ト
云
タ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

ε
い
ふ
用
法
が
あ
る
。
之
は
雨
足
絶
所
藏
の
窟
本
も
同
一
で
あ
っ
て
候
に
つ
づ
け
る
蓮
用
形
を
か
う
言
っ
た
ら
し
い
が
、
風
炉
例
で
あ
る
。
少

く
も
マ
イ
ラ
ス
ル
・
マ
イ
ス
ル
を
尊
墨
し
て
み
る
勅
規
桃
源
抄
・
史
記
抄
・
蒲
室
聞
継
な
5
に
は
決
し
て
見
出
さ
れ
な
い
所
で
あ
る
。
是
を
以

て
見
る
ε
、
形
の
短
め
ら
れ
た
マ
イ
ス
ル
の
方
が
其
の
活
用
も
共
に
崩
さ
れ
易
か
っ
た
ぐ
」
言
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
凡
そ
文
語
の
活
用
の
永

く
攣
ら
な
い
の
は
、
形
を
正
し
く
言
ふ
ミ
い
ふ
こ
ε
が
言
語
に
於
け
る
品
位
の
高
さ
で
あ
つ
で
，
自
ら
其
の
活
用
も
崩
さ
ず
語
る
や
う
に
特
罰

に
意
を
留
め
る
の
に
原
因
し
て
み
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
か
う
し
た
意
味
に
於
て
マ
牟
ラ
ス
ル
は
已
に
文
語
に
入
り
か
軌
て
る
た
事
を
物
語

る
も
の
で
あ
ら
う
。
文
緑
の
思
為
保
や
李
家
は
一
方
に
サ
行
鍵
絡
に
な
っ
た
マ
ラ
ス
ル
を
繁
用
し
な
が
ら
、
マ
イ
ラ
ス
ル
は
下
二
段
に
活
か
せ

て
み
る
し
、
元
和
時
代
の
醒
睡
夢
に
は
マ
イ
ラ
ス
ル
を
繁
用
し
て
み
る
が
、
正
し
く
下
二
段
に
活
用
さ
せ
て
あ
る
。
つ
ま
り
マ
イ
ラ
ス
ル
は
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

世
の
口
語
に
近
い
文
に
ま
で
下
二
段
を
保
っ
て
る
る
の
に
、
マ
イ
ス
ル
に
寛
正
文
明
の
間
に
已
に
サ
行
革
絡
に
な
り
穿
っ
て
る
て
、
後
世
の
マ

ス
ル
の
活
用
形
が
早
く
こ
の
語
に
於
τ
取
ら
れ
て
み
た
の
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
次
に
マ
ラ
ス
ル
ε
い
ふ
語
も
抄
物
に
見
え
る
範
團
で
は
下
二
段
を
保
っ
て
る
る
S
言
っ
て
よ
い
。
蒙
求
抄
な
5
に
は
未
だ
連
国
形
の
鍵
化
を

見
出
し
得
な
い
。
私
の
見
た
も
の
で
、
一
年
代
不
明
の
毛
詩
抄
（
足
利
學
校
本
〉
に

　
　
コ
・
二
入
ノ
ア
ル
カ
妻
テ
モ
タ
イ
テ
イ
ラ
レ
タ
此
ノ
裳
テ
モ
ヌ
ウ
テ
マ
ラ
シ
テ
妻
ニ
ナ
リ
タ
イ
ト
重
心
チ
ヤ
テ
候
ソ

ε
あ
り
、
同
じ
く
年
代
不
明
の
論
語
大
全
（
久
原
丈
庫
本
）
に

　
　
サ
キ
ニ
申
ス
如
ク
電
報
雌
雄
歎
シ
玉
フ
ヲ
ト
ラ
ヘ
テ
此
テ
車
路
カ
ワ
ル
・
ウ
コ
・
ロ
エ
テ
天
然
二
子
気
力
難
テ
持
合
テ
コ
シ
ラ
ヘ
テ
マ
ラ
シ

　
　
タ
ソ

な
立
葵
に
は
見
え
る
が
、
抄
物
言
葉
の
標
準
活
用
で
は
な
か
っ
た
や
う
で
あ
っ
τ
、
比
較
的
後
ま
で
原
形
を
正
し
く
保
っ
て
る
た
こ
・
こ
を
示
す

も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
之
に
比
し
て
も
マ
イ
ス
ル
は
早
く
サ
行
愛
絡
の
形
を
取
っ
て
了
っ
て
み
る
。
か
く
マ
イ
ス
ル
が
已
に
活
用
を
攣
じ
て

マ
イ
ス
ル
と
い
ふ
語

一
五



表
れ
て
み
る
の
は
、

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

九
大
國
丈
學
　
第
一
號

団
平

う
の
脱
落
が
其
の
表
れ
た
書
物
（
寛
正
頃
）
よ
り
或
以
前
に
起
っ
て
る
る
だ
ら
う
こ
ざ
を
暗
示
し
て
み
る
や
う
に
も
考
へ

三

　
藪
に
マ
イ
ス
ル
の
使
用
さ
れ
た
年
代
、
從
っ
て
マ
ラ
ス
ル
・
こ
の
交
渉
に
つ
い
て
一
国
し
て
見
よ
う
。
も
ぐ
」
よ
り
狡
い
見
聞
の
範
團
で
は
こ
の

考
究
も
頗
る
困
難
で
は
あ
る
が
、
私
の
見
た
だ
け
を
不
ミ
し
て
大
凡
の
見
當
を
附
け
て
お
く
こ
さ
も
強
ち
無
用
で
は
な
か
ら
う
か
ε
思
ふ
か
ら

で
あ
る
。
ヤ
イ
ス
ル
の
見
え
る
資
料
は
已
述
の
如
く
勅
規
桃
源
抄
・
史
記
抄
・
蒲
室
聞
塵
の
三
つ
で
あ
っ
て
、
桃
源
抄
は
寛
正
三
年
に
成
り
、

吏
記
抄
は
文
明
九
年
に
成
っ
た
こ
ε
は
明
か
で
あ
る
が
，
聞
塵
は
年
代
不
明
で
あ
っ
て
、
只
長
享
か
ら
永
正
の
初
頃
ま
で
に
成
っ
た
で
あ
ら
う

ε
推
定
し
た
こ
ミ
は
已
述
の
如
く
で
あ
る
。
三
塁
詩
法
抄
や
板
本
葬
具
百
丈
清
規
抄
は
こ
の
語
が
見
え
て
は
み
る
が
、
古
抄
か
ら
篇
し
入
れ
た

も
の
で
あ
る
か
ら
時
代
の
考
察
に
は
重
用
ゐ
難
い
。
さ
う
す
る
ミ
、
マ
イ
ス
ル
の
物
に
見
え
る
の
は
凡
そ
寛
正
頃
か
ら
永
正
の
初
頃
ま
で
ε
す

る
こ
S
が
出
量
る
。
寛
正
以
前
に
已
に
成
立
っ
て
る
た
ら
う
こ
S
、
永
正
以
後
ε
い
へ
き
も
存
在
し
た
ら
う
こ
S
、
少
く
も
月
舟
の
覆
年
天
文

の
初
頃
ま
で
は
存
在
し
た
ら
う
こ
ぐ
」
は
想
懲
出
來
る
が
、
時
代
を
い
ふ
場
合
に
は
畢
覚
物
に
表
れ
て
み
る
時
代
に
は
確
か
に
用
ゐ
ら
れ
た
S
か

ふ
に
止
ま
る
。

　
次
に
は
マ
ラ
ス
ル
登
生
の
年
代
で
あ
る
が
、
之
も
狭
い
見
聞
で
断
言
す
る
こ
ε
は
差
控
へ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
私
の
見
た
こ
の
語
の
表
れ

て
み
る
資
料
は
、
十
二
三
種
あ
る
が
、
過
牛
は
作
成
年
代
の
不
明
な
も
の
で
あ
っ
τ
時
代
の
先
後
を
考
へ
る
に
は
役
立
た
な
い
。
其
の
内
四
五

種
年
代
の
明
か
な
も
の
も
多
く
は
天
文
以
後
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
も
の
は
極
め
て
少
い
。
板
本
で
は
蒙
早
笛
が
マ
ラ
ス
ル
の
最
も

多
く
見
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
早
緑
二
年
の
作
煽
こ
せ
ら
れ
て
る
る
。
閑
吟
集
に
も
こ
の
語
が
一
つ
見
え
て
み
る
か
ら
、
已
に
永
正
頃
に
は
あ
っ

た
こ
ε
は
大
凡
知
ら
れ
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
私
の
独
い
見
聞
で
も
此
の
語
の
存
在
は
今
少
し
湖
り
得
る
。
し
か
も
マ
イ
ス
ル
に
さ
し
て
後
れ



ず
表
れ
τ
み
る
，
、
」
い
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
九
も
雨
足
院
の
製
本
で
あ
る
が
、
日
本
書
紀
抄
一
冊
が
あ
る
。
こ
の
本
億
特
別
の
識
語
は
な

い
が
、
開
春
第
一
枚
の
首
に
、

　
　
文
明
十
二
年
四
月
五
日
　
今
日
ノ
文
字
ヨ
ミ
八
議
聖
画
卒
中
マ
テ
昏
昏
ヤ
ウ
ハ
イ
ツ
レ
モ
人
々
ノ
鮎
本
晶
ア
リ
去
共
ク
・
モ
リ
テ
共
叉
ク

　
　
ラ
ク
ナ
ス
共
爾
…
標
ソ

S
書
出
し
て
あ
り
、
第
七
枚
の
裏
に
「
生
桑
中
ー
ー
」
の
講
義
が
あ
っ
て
、
さ
て
第
八
枚
の
表
に
至
っ
て
、

　
　
右
講
ハ
生
其
中
マ
テ
也

　
　
吉
田
三
品
－
倶
卿
寒
明
十
二
年
四
月
五
日
二
北
野
ノ
室
成
葉
軸
於
テ
講
玉
フ
　
自
今
日
一
七
日
参
籠
之
　
今
日
講
了
賠
聞
以
後
コ
モ
リ
慮

　
　
新
経
藏
二
於
テ
灯
下
昌
シ
テ
カ
サ
ネ
テ
導
師
ノ
ロ
ウ
ッ
シ
．
二
所
望
申
シ
テ
挙
挙

S
あ
り
、
次
に
改
め
τ
、

　
　
同
六
日
朝
書
添
之

ε
し
て
講
義
を
後
に
書
継
い
で
み
る
。
こ
の
語
に
よ
る
く
」
筆
者
は
吉
田
粂
倶
の
講
義
を
四
月
五
日
よ
り
七
日
間
聴
肥
し
た
ら
し
い
。
こ
の
一
冊

は
日
本
書
紀
抄
第
二
ま
で
及
ん
で
み
る
が
、
其
の
時
の
講
義
の
全
部
で
あ
る
か
否
が
は
不
明
で
あ
る
。
ε
も
か
く
こ
の
講
義
が
文
明
十
二
年
四

月
初
旬
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
ε
は
確
か
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
窮
本
は
其
の
原
本
ら
し
く
見
え
る
が
、
よ
し
假
に
傳
篇
で
あ
る
・
こ
し
て
も
、
鯨

り
攣
改
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ら
う
。

　
し
か
る
に
こ
の
抄
に
は
マ
イ
ラ
ス
そ
こ
共
に
マ
ラ
ス
ル
を
用
み
て
あ
る
。

　
　
次
生
蛭
i
ヒ
ル
コ
テ
ウ
電
マ
ラ
セ
ラ
レ
テ
足
タ
・
ス
風
二
言
テ
舟
隅
石
ナ
ス
ソ

　
　
其
時
日
ノ
紳
ノ
ホ
ソ
メ
ニ
ア
ク
テ
御
ラ
ン
ア
ル
ト
キ
ニ
彼
ノ
鏡
ラ
ウ
ツ
シ
テ
ミ
セ
マ
ラ
ス
ル
ソ

　
　
天
ノ
初
車
ニ
ノ
リ
テ
下
ル
ソ
宮
廷
ナ
ト
逡
ニ
ハ
ァ
マ
ノ
羽
車
ニ
ノ
セ
マ
ラ
ス
ル
ソ

マ
ノ
・
ス
〃
と
い
ふ
語

一
七



九
大
國
丈
學
、
第
一
號

一
八

の
如
き
が
是
で
あ
る
。
己
に
史
記
抄
ε
厨
時
代
に
一
方
に
マ
ラ
ス
ル
の
存
在
し
た
こ
ε
を
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
現
在
の
私
は
マ
ラ
ス
ル

の
見
え
る
資
料
に
つ
い
て
、
年
代
を
之
以
上
瀕
る
こ
ぐ
」
は
出
來
な
い
が
、
之
だ
け
で
以
て
、
直
ち
に
マ
イ
ス
ル
が
先
に
表
れ
て
、
マ
ラ
ス
ル
が

後
に
生
じ
た
S
断
言
す
る
こ
ε
は
暫
く
差
控
へ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
只
少
く
も
マ
イ
ス
ル
S
マ
ラ
ス
ル
ε
が
同
時
に
並
存
し
て
み
た
時
代
が

あ
る
こ
ε
だ
け
は
言
ひ
得
る
。
其
の
時
代
は
少
く
も
吏
記
抄
前
後
か
ら
後
三
四
十
年
間
を
ば
，
已
蓮
の
資
料
か
ら
ほ
ぼ
確
實
に
想
疎
し
得
る
。

　
然
ら
ば
其
の
並
存
し
た
時
代
に
於
τ
、
こ
の
二
語
が
一
文
翌
翌
に
爾
用
さ
れ
た
例
が
あ
る
か
ε
い
ふ
ε
、
管
見
の
及
ぶ
所
で
は
一
つ
も
な
い

S
書
っ
て
よ
い
ミ
思
ふ
。
即
ち
ヤ
イ
ス
ル
を
罵
る
て
る
る
抄
物
に
は
決
し
て
マ
ラ
ス
ル
が
見
出
さ
れ
な
い
し
、
マ
ラ
ス
ル
を
使
っ
て
み
る
抄
物

に
は
決
し
て
マ
イ
ス
ル
が
見
出
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
但
し
三
髄
詩
法
抄
の
例
が
特
別
に
取
扱
は
る
べ
き
こ
ミ
は
已
に
屡
述
べ
來
つ
た
如
く
で

あ
る
。
爾
こ
の
爾
語
が
劃
然
分
れ
て
混
用
さ
れ
な
か
っ
た
跡
は
、
其
の
活
用
が
互
に
相
侵
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
も
知
れ
る
。
か
く
て
同
一
義
の

異
形
の
二
語
が
時
代
を
同
じ
う
し
て
存
在
し
な
が
ら
、
個
人
的
に
之
を
混
用
し
な
か
っ
た
こ
S
は
、
畢
署
す
る
に
こ
の
二
語
の
厨
し
て
み
る
廣

義
の
肚
會
的
遜
別
．
（
階
級
・
職
業
・
地
方
等
）
に
離
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
ε
思
ふ
。

　
元
來
マ
イ
ス
ル
若
し
く
は
マ
ラ
ス
ル
に
マ
イ
ラ
ス
ル
を
並
号
す
る
こ
S
す
ら
も
、
常
用
の
純
口
語
ε
し
て
は
急
な
一
事
實
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

　
　
入
勝
気
シ
タ
レ
田
打
忘
レ
テ
テ
イ
テ
今
カ
ヘ
イ
タ
程
晶
マ
ラ
ス
ル
ソ
何
ふ
モ
思
ハ
ヌ
ソ
ス
ツ
ル
ヤ
ウ
昌
思
程
昌
マ
イ
ラ
ス
ル
ソ
（
蒙
求
抄
中
）

　
　
春
日
ノ
肚
テ
ハ
四
番
メ
旧
館
照
太
紳
テ
テ
キ
マ
イ
ラ
セ
ラ
レ
タ
ソ
夫
婦
昌
ナ
シ
マ
ラ
セ
ラ
レ
タ
テ
候
（
弘
治
三
年
紳
代
抄
下
）

な
♂
の
や
・
7
に
殊
に
近
接
し
で
同
・
一
語
を
轡
形
に
い
ふ
こ
ミ
は
、
一
人
の
言
葉
ε
し
て
は
甚
だ
不
統
一
の
感
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
今
日
の

講
談
家
が
時
に
ゴ
ザ
リ
マ
ス
ル
S
固
苦
し
く
言
っ
た
り
、
叉
ゴ
ザ
イ
マ
ス
S
咲
け
て
言
っ
た
り
し
て
も
見
逃
し
得
る
程
度
の
も
の
で
あ
ら
う
ゆ

況
や
抄
物
S
い
ふ
も
の
が
文
語
・
口
語
つ
き
混
ぜ
た
も
の
な
る
に
於
て
を
や
で
あ
る
。
し
か
る
に
マ
イ
ス
ル
ε
マ
ラ
ス
ル
ε
を
個
人
的
に
混
用

し
な
か
．
つ
た
こ
．
こ
は
、
各
人
が
自
然
に
使
用
し
習
っ
た
純
口
語
で
あ
っ
て
、
侵
し
侵
さ
れ
な
い
何
等
か
の
匪
別
で
は
な
か
っ
た
ら
う
か
。
．
私
は



そ
れ
は
杜
會
的
の
砥
別
で
あ
っ
た
ら
う
S
思
ふ
。

　
元
來
マ
イ
ラ
ズ
ル
が
一
方
に
マ
ィ
ス
ル
S
な
り
、
他
方
に
マ
ラ
ス
ル
く
」
な
る
、
換
言
す
る
ε
同
一
語
の
中
の
異
な
る
昔
の
脱
落
を
起
す
原
因
は

如
何
な
る
所
に
存
す
る
か
。
凡
そ
多
芸
昔
語
の
中
の
或
一
昔
が
落
ち
る
ε
い
ふ
こ
ミ
は
、
主
ε
し
て
暴
露
上
の
強
弱
に
起
因
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
マ
イ
ラ
ス
ル
の
内
の
マ
イ
に
強
め
を
置
け
ば
自
然
ラ
を
呑
込
ん
で
了
ふ
や
う
に
な
る
し
、
之
に
反
し
て
う
に
強
め
を
置
け
ば
、
自
然
マ

イ
の
イ
を
憶
込
ん
で
了
ふ
傾
向
を
取
る
。
こ
れ
が
こ
の
爾
語
の
別
を
起
し
來
つ
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
語
昔
の
張
工
の
差
は
地
方
に
よ
り

階
級
に
よ
り
職
業
に
よ
り
或
は
男
女
の
性
別
等
に
も
由
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
若
し
こ
の
二
語
が
護
普
の
強
弱
の
差
に
よ
つ
7
、
起
つ
た
S
す
れ

ば
、
其
の
畿
生
し
た
肚
會
が
違
ふ
ミ
見
る
の
が
至
當
で
は
な
か
ら
う
か
。

　
徳
川
時
代
の
戯
曲
や
小
説
に
見
え
る
ゴ
ン
ス
ぐ
」
ザ
ン
ズ
ε
は
共
に
ゴ
ザ
ン
ス
ε
い
ふ
語
か
ら
出
て
來
た
ら
し
い
が
、
占
者
は
異
な
る
書
を
落

し
て
並
存
し
て
み
る
の
も
、
も
S
語
昔
強
弱
の
異
な
り
か
ら
起
っ
て
來
た
も
の
竈
思
は
れ
る
。
私
は
未
だ
こ
の
南
語
の
嚢
生
経
路
、
時
代
の
先

後
、
使
用
の
肚
會
等
に
就
い
て
精
し
い
調
査
を
し
た
こ
ε
は
な
い
が
、
少
し
く
調
査
し
た
な
ら
ば
、
此
等
の
語
の
獲
生
及
び
使
用
の
範
圃
等
に

つ
い
て
は
、
自
ら
地
方
の
東
西
S
か
就
會
若
し
く
は
男
女
く
」
か
の
匝
別
が
あ
る
こ
く
」
、
か
つ
風
入
的
に
混
用
し
な
か
っ
た
こ
ε
を
褒
降
し
得
δ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

ε
思
ふ
。
現
今
シ
テ
ル
ノ
ヨ
（
シ
テ
ヰ
ル
ノ
ヨ
）
S
い
ふ
語
を
ジ
テ
ン
ノ
ヨ
ミ
い
ふ
モ
ダ
ー
ン
表
現
が
見
送
出
し
た
や
う
で
あ
る
が
、
之
も
榊

　
　
　
　
　
　
む

方
に
は
シ
テ
ル
ン
ヨ
ε
も
な
り
得
る
こ
ε
ε
思
ふ
が
、
是
等
も
同
一
例
に
入
る
も
の
ε
思
ふ
。

　
さ
て
マ
イ
ス
ル
ざ
マ
ラ
ス
ル
ぐ
」
に
還
る
が
、
然
ら
ば
爾
語
の
就
會
の
差
異
は
果
し
て
如
何
に
考
ふ
べ
き
か
。
私
は
勢
こ
れ
ら
抄
物
の
作
ら
れ

た
砒
會
の
逼
別
を
窺
ふ
必
要
を
生
じ
た
。
こ
れ
ら
が
場
鬼
的
に
は
中
央
京
都
で
作
ら
れ
た
こ
ピ
は
勿
論
で
あ
る
か
ら
㌦
何
れ
も
漸
時
の
京
都
言

葉
で
書
か
れ
た
も
の
ε
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
只
マ
イ
ス
ル
の
表
れ
む
資
料
が
、
勅
規
桃
源
抄
・
史
記
抄
は
勿
論
、
蒲
察
聞
塵
竜
皆
灘
櫓
の

手
に
成
っ
た
も
の
で
あ
り
、
是
等
幽
こ
相
前
後
し
て
存
在
し
な
が
ら
マ
ラ
ス
ル
の
表
れ
て
み
る
資
料
、
日
本
書
紀
抄
が
紳
道
家
に
よ
り
、
蒙
求
抄

が
儒
學
家
に
よ
っ
て
講
義
さ
れ
て
る
る
こ
・
こ
は
、
少
く
も
一
顧
に
値
す
る
鮎
で
あ
ら
う
S
思
ふ
。
私
は
マ
イ
ス
ル
．
こ
い
ふ
形
は
．
一
時
僧
侶
の
間

マ
イ
ス
〃
と
い
ふ
語

一
九



九
大
上
戸
學
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二
〇

に
使
は
れ
た
言
葉
蓮
で
は
な
か
っ
た
か
ε
思
ふ
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
一
般
は
閑
吟
集
に
も
見
え
る
や
う
に
マ
ラ
ス
ル
な
用
み
て
み
た
も
の
で
あ

ら
う
。
つ
ま
り
縄
素
帥
ち
還
俗
の
就
會
的
唾
別
が
こ
の
雨
語
を
封
事
さ
せ
て
る
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
S
思
ふ
。
法
師
の
言
葉
は
聞
く
耳
異
な

る
も
の
S
枕
草
子
の
昔
か
ら
言
は
れ
τ
み
る
が
、
檜
信
の
言
葉
が
一
種
特
異
の
言
語
團
を
作
っ
て
み
る
こ
S
は
、
或
鮎
は
現
代
ま
で
も
及
ん
で

み
の
で
あ
る
か
ら
、
か
う
し
た
言
葉
遽
の
差
別
の
存
す
る
こ
ミ
も
あ
り
得
る
や
う
に
思
ふ
。
一
方
信
侶
が
地
方
か
ら
來
た
も
の
が
あ
っ
た
こ
ミ

か
ら
地
方
語
の
持
込
ま
れ
た
も
の
S
も
考
へ
ら
れ
ぬ
で
は
な
い
が
、
其
の
鮎
は
明
か
で
な
い
。
何
れ
に
せ
よ
、
こ
の
揚
合
マ
イ
ス
ル
は
輝
僧
砒

會
の
言
葉
逡
ε
見
る
の
が
最
る
袈
當
で
は
な
か
ら
う
か
。

　
か
う
し
た
考
察
は
、
資
料
の
鉄
け
た
庵
を
想
像
で
繋
ぐ
こ
ミ
で
あ
っ
て
、
少
か
ら
ず
危
瞼
が
件
ふ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
畢
寛
漠
然
た
る
離
結

に
し
か
蓮
し
得
な
い
。
要
す
る
に
私
の
現
在
の
調
査
程
度
で
に
マ
ィ
ス
ル
の
滑
長
に
就
い
て
は
次
の
や
う
に
し
か
言
へ
な
い
。
マ
ィ
ス
ル
は
マ

ラ
ス
ル
よ
り
を
文
献
上
や
や
先
に
表
れ
た
ら
し
く
、
已
に
早
く
活
用
を
も
愛
じ
で
る
た
が
，
さ
し
て
遽
く
な
い
後
に
マ
ラ
ス
ル
が
表
れ
た
爲
、

或
時
代
を
急
く
」
蚊
存
し
た
が
、
劃
然
使
用
の
肩
幅
を
別
に
し
て
み
た
や
う
で
あ
る
。
マ
イ
ス
ル
は
初
か
ら
佛
者
の
肚
會
に
使
用
せ
ら
れ
た
ら
し

く
俗
衆
の
肚
會
に
起
り
乏
く
用
ゐ
ら
れ
た
マ
ラ
ス
ル
の
方
が
之
に
打
勝
つ
た
も
の
ざ
見
え
、
後
に
は
影
を
潜
め
て
了
つ
た
。
か
く
て
マ
イ
ス
ル

は
音
形
か
ら
言
っ
て
も
活
用
か
ら
言
っ
て
も
今
日
の
丁
寧
助
動
詞
マ
ス
に
、
マ
ラ
ス
ル
よ
り
も
近
か
っ
た
の
に
か
か
は
ら
ず
、
一
時
の
存
在
が

認
め
ら
れ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
マ
ス
へ
の
珍
貴
は
絶
え
て
見
出
さ
れ
な
い
。
マ
ス
の
直
接
前
身
は
や
は
り
マ
ラ
ス
ル
の
方
で
あ
る
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
六
・
七
・
五
諮
禰
）




